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今
回
は
山
頂
ま
で
し
っ
か
り
と
し
た
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、最
短
距
離
で
快

適
に
登
れ
ま
し
た
。し
か
し
喜
び
も
束
の
間
、何
と
こ
の
遊
歩
道
が
複
数
の
郭
を
貫
通

し
破
壊
し
て
い
た
の
で
す…

。発
掘
調
査
も
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、今
と
な
っ
て
は
遺

構
の
旧
状
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。遺
跡
を
改
変
す
る
際
は
必
ず
市
教
委
へ
ご
一
報
を
！

　
　

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      　
　
　
　

学
芸
員　

秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
三
十
九
回

編
集
後
記

　

二
つ
の
甲
子
園

　

神
楽
甲
子
園
で
の
全
国
各
地
の
高
校

生
の
熱
演
は
、
多
く
の
観
客
を
感
動
さ

せ
る
も
の
で
し
た
。
民
泊
を
受
け
入
れ

て
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
に
は
、
高

校
生
が
帰
ら
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
の

間
、
さ
ぞ
か
し
淋
し
い
思
い
を
さ
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

ま
た
、
県
北
勢
初
の
甲
子
園
出
場
を

目
指
し
た
新
庄
高
校
野
球
部
の
ひ
た
む

き
な
プ
レ
ー
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
二
つ
の
高
校
生
の
姿
を
見
て
、

私
自
身
「
ど
う
生
き
て
い
く
か
」
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
浮
田
）

　

今
月
号
で
は
、
北
広
島
町
の
方
々
に

取
材
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
安
芸
高
田
市
と
は
違
う
と
い
う
こ

と
で
、
勝
手
が
分
か
ら
ず
、
ア
ポ
を
取

る
の
も
一
苦
労
。
多
く
の
方
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た

北
広
島
町
教
育
委
員
会
の
み
な
さ
ま
を

始
め
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
快
く
応
じ
て

く
だ
さ
っ
た
板
倉
校
長
、
古
川
さ
ん

に
、
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
稲
田
）

　

今
年
で
第
３
回
目
と
な
る
神
楽
甲
子

園
。
地
元
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
神
楽
を

一
生
懸
命
舞
う
高
校
生
た
ち
の
姿
は
、

と
て
も
輝
い
て
い
て
、
な
ん
だ
か
う
ら

や
ま
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
民
泊

で
は
市
民
の
方
々
の
あ
た
た
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
田
村
）

立
地
：
浅
塚
の
ほ
ぼ
中
心
、原
田
と
糘
地
へ
向
か
う
道
の
分
岐
点
に
あ
り
ま
す
。見
た
目
以
上
に
急

峻
な
山
頂
部
に
築
か
れ
て
お
り
、築
城
に
は
最
適
な
要
所
と
い
え
ま
す
。

歴
史
：
江
戸
後
期
の
地
誌
に
は
、勝
山
城
が「
応
永
２（
１
３
９
５
）年
、宍
戸
麾
下
青
山
忠
義
所
守
」

と
あ
り
、江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
戦
国
期
宍
戸
氏
の
重
臣
達
の
図
に
は
、青
山
姓
の
人
物
が

い
ま
す
。ま
た
、下
甲
立
の
男
山
神
社
の
由
緒
に
は
、勝
山
城
主
青
山
忠
義
の
子
、義
幸
が
初

代
神
職
と
あ
り
、別
の
江
戸
時
代
の
記
録
に
も
神
主
義
幸
が
勝
山
に
居
住
し
た
と
あ
り
ま

す
。こ
の
こ
と
か
ら
勝
山
城
を
任
さ
れ
て
い
た
青
山
氏
が
神
主
を
兼
務
し
、江
戸
時
代
も
当

地
に
残
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

城
跡
： 
長
さ
40
ｍ
に
及
ぶ
①
を
中
心
に
南
西
方
向
の
尾
根
上
に
郭
群
Ａ
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、遊
歩
道
整
備
の
た
め
大
幅
に
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
た
南
側
の

２
本
の
尾
根
筋
に
も
郭
群
Ｂ
Ｃ
、背
後
の
北
東
側
は
堀
切（
２
重
？
）を
設
け
て
い
ま
す
。①

に
は
僅
か
に
石
積
も
残
り
、恒
常
的
に
維
持
さ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
せ
ま
す
。全
体
と
し
て

は
街
道
が
通
る
南
側
を
向
い
て
お
り
、五
龍
城
の
北
東
の
守
備
を
担
っ
た
宍
戸
氏
の
城
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

伝
説
：
こ
の
城
を
尼
子
氏
が
攻
め
た
際
、城
兵
は
山
中
に
多
か
っ
た
石
を
投
げ
て
応
戦
し
た
た
め
、

尼
子
勢
は
川
向
こ
う
に
一
旦
陣
を
引
い
た
。そ
こ
を
引
陣
と
い
う
。そ
の
後
、尼
子
勢
は
水
源

を
断
ち
城
兵
は
困
窮
し
た
が
、山
麓
の
池
に
馬
を
出
し
て
水
に
見
立
て
た
米
を
馬
に
か
け
た

と
こ
ろ
、尼
子
勢
は
城
内
に
水
が
豊
富
だ
と
勘
違
い
し
て
和
睦
し
た
、と
伝
わ
り
ま
す
。

じ
ょ
う

《
八
千
代
町
佐
々
井
》

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

勝
山
城

か
つ

や
ま

じ
ょ
う

《
甲
田
町
浅
塚
》

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
３
１
９
ｍ
、比
高
／
１
０
０
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定

城
主
／
青
山
氏
？

所
要
時
間
／
浅
塚
公
民
館
か
ら
15
分

①に僅かに残る石積

勝山城略測図（作図　秋本哲治）

勝山城遠望（南側より撮影） 周辺位置図
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向原町体育指導委員会
　ラジオ体操の積極的実践を通して、ラジオ体操の普及奨励に寄与した功績が評価さ
れ、この度、表彰されました。おめでとうございます。

ラジオ体操優良団体等表彰　広島県表彰　
おめでとうございます

2013カヌースラロームジュニ
ア＆U-23世界選手権大会
（ジュニア女子Ｋ－１）
岡崎 遥海（吉田中学校）
第37回全日本中学ボウリング選
手権大会
（中学生男子個人）
德満 祐太（吉田中学校）
第48回全国道場少年剣道大会
（小学生団体の部）
高宮春風館（来原小学校）
田中 陵太、上野 傑、出張 文寛、
出張 碧人、桑岡 俊輔
第26回全国小学生ハンドボール
大会
（ハンドボール男子）
安芸高田ハンドボールクラブ
（甲立小学校、小田小学校、小田
東小学校）
谷本 翔希、大立 浩史、首藤 岳飛、

原田 晋平、首藤 颯太、住吉 連、
姉ヶ山 京、小先 勇輝、前川 大樹、
大田 義也、笹村 拓斗、姉ヶ山 怜、
中野 駿介
ハンドボール女子
広島メイプルレッズジュニア
 （小田東小学校）
大田 菜美子、重本 悠宇
平成25年度全国高等学校総合体
育大会
（体操競技新体操の部　男子団体）
柳川 佑輔、堀川 拓水、国岡 司
 （三次高等学校）
（アーチェリー競技リカーブ部門
　男子個人）
狩山 勇輝（吉田高等学校）
（レスリング競技　男子個人74
㎏級）
末本 隼哉（三次高等学校）
2013年度全国選抜リトルリー

グ野球大会
（硬式野球）
広島北リトルリーグ
（吉田中学校、美土里中学校、広
島新庄中学校、向原中学校、可愛
小学校）
正田 拓海、湯浅 隼太、菊池 竜也、
近藤 隼斗、竹邉 聖悟、渡辺 恭平、
大下 慶士郎、織田 天翔
第30回記念全日本少年軟式野球
大会
(軟式野球)
広島スターズ
青野　翔(八千代中学校)

全国大会出場おめでとうございます（７月～８月開催分）

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成25年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

82件

3人

96人

80件

3人

105人

＋2件

±0人

－9人

死 者 数

負傷者数

H25.7末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○もっと速度を落とそう
　速度を落とせば、周囲の状況がよく見え、制動距離も短くな

り、交通事故が起こりにくくなります。

○道路の横断はとても危険です！
・横断歩道が付近にあれば、横断歩道を渡りましょう。

・渡るときは左右の安全を確かめて。渡り始めは右、道路の真

ん中を過ぎたら左に注意しましょう。

　横断事故の7割は、横断の後半に左方から走行してきた車と

衝突したものです。

●９月の交通事故警戒日（過去の交通事故統計に基づく）
　10日（火）・18日（水）・20日（金）

66

※正面衝突・すれ違い時の衝突が県内全体の割合と
比較して2倍、車両単独事故は4倍以上の頻度で発
生しています。

「電話番号が変わった」は詐欺です。

「必ずもうかる」は詐欺です。

「カードを預かる」は詐欺です。

家族の絆で振り込め詐欺を撃退！
　被害者の９割が高齢者です。

　電話の声だけでは見抜けません。

　家族間で合言葉など約束事を

決めておきましょう。

なりすまし詐欺にご注意を！

15

市長
　コラム

ワイド版

第 回

第
３
回
「
高
校
生
の
神
楽
甲
子
園　

ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
」

　

神
楽
門
前
湯
治
村
の
神
楽
ド
ー
ム
で
第
３

回
「
高
校
生
の
神
楽
甲
子
園 

ひ
ろ
し
ま
安

芸
高
田
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
楽
甲
子
園

は
年
々
参
加
校
が
増
え
、
今
年
は
全
国
各
地

（
岩
手
県
〜
宮
崎
県
）か
ら
14
校
が
参
加
し
、

成
功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
。
神
楽
は
全
国
ど

の
地
域
に
お
い
て
も
、
豊
作
・
豊
漁
の
祈
願
・

御
礼
を
行
う
風
習
と
し
て
古
来
よ
り
伝
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
全
国
各
地
で
伝
わ
る
伝
統

文
化
を
継
承
す
る
活
動
に
励
む
高
校
生
が
一

堂
に
会
し
、自
ら
も
主
催
者
の
一
員
と
し
て
、

企
画
・
運
営
に
携
わ
り
な
が
ら
、
日
頃
の
練

磨
の
成
果
を
披
露
し
あ
う
事
で
、
お
互
い
に

交
流
を
深
め
、
技
術
の
向
上
に
生
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
郷
土
芸
能
の
保
存
・
伝
承

に
寄
与
す
る
意
欲
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
23
年
か
ら
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
出
場
校
の
先
生
・
生

徒
を
中
心
に
「
高
校
生
の
神
楽
甲
子
園　

ひ

ろ
し
ま
安
芸
高
田
実
行
委
員
会
」
を
設
置
し

企
画
・
立
案
・
運
営
を
委
ね
て
い
ま
す
。
一

方
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
こ
の
大
会

の
趣
旨
に
つ
い
て
十
分
ご
理
解
を
賜
っ
て
お

り
、
出
場
校
の
選
定
等
の
ご
指
導
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
本
格
的
な
支
援
の
お
願
い
は
５

年
程
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、
確
か
な
方
向
性

を
得
た
後
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

安
芸
高
田
神
楽
の
東
京
公
演
等
の
Ｐ
Ｒ
活

動
に
よ
り
、
安
芸
高
田
市
に
来
ら
れ
る
人
が

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
が
大

き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
安
芸
高
田
市
に
は

民
間
の
宿
泊
施
設
・
神
楽
門
前
湯
治
村
・
た

か
み
や
湯
の
森
・
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
川
根

等
の
宿
泊
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
観

光
客
を
受
け
入
れ
る
の
は
厳
し
い
状
況
が
あ

り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
既
存
の
施
設
の

活
用
を
図
り
な
が
ら
、
民
家
・
集
会
所
等
の

活
用
を
含
め
た
「
民
泊
」
の
実
施
等
、
広
い

見
地
か
ら
の
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
度
の
神
楽
甲
子
園
で
は
、
安
芸
高
田

市
の
将
来
的
な
観
光
客
の
受
け
皿
を
考
慮

し
、地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
、「
民
泊
」

で
対
応
す
る
事
と
致
し
ま
し
た
。
中
長
田
集

会
所
（
岩
手
県 

葛
巻
高
校
）・
寺
山
多
目
的

集
会
所
（
宮
崎
県 

高
千
穂
高
校
）・
桑
田
の

庄（
静
岡
県 

遠
江
総
合
高
校
）・
甲
田
プ
ラ
ッ

ト
ハ
ウ
ス
（
鳥
取
県 

日
野
高
校
）・
可
愛
振

興
セ
ン
タ
ー
（
広
島
県 

可
部
高
校
）・
郷
野

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
集
会
所
（
岡
山
県 

高
梁

城
南
高
校
）
を
交
流
拠
点
と
し
た
６
地
区
で

快
く
引
き
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。
地
域
で
の

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
は
無
論
の
こ
と
、
歓
迎
の

横
断
幕
を
用
意
す
る
・
う
ち
わ
に
学
校
名
を

書
く
・
花
火
を
上
げ
る
・
集
落
で
応
援
に
行

く
等
々
、
地
域
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
て
な

し
に
よ
り
、
大
会
そ
の
も
の
を
大
変
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
神
楽
甲
子
園
は
、
安
芸
高
田
市
の

知
名
度
を
全
国
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
加

え
、「
民
泊
」
に
よ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
安
芸
高
田
市
で
は
、
17
年
前

の
広
島
国
体
に
お
い
て
、
吉
田
町
（
女
子
バ

レ
ー
）・
甲
田
町
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）
で
全

国
か
ら
の
受
け
入
れ
と
し
て
、「
民
泊
」
を

経
験
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、

現
在
交
流
を
続
け
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。
神
楽
甲
子
園
終
了
後
も
地
域
を
越
え
た

交
流
が
末
長
く
続
き
、
安
芸
高
田
市
の
活
性

化
に
寄
与
出
来
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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【比例代表選出議員選挙】
●投票結果

男 女 計
有権者数 12,281人 13,605人 25,886人
投票者数 6,881人 7,199人 14,080人
投 票 率 56.03% 52.91% 54.39%

投 票 総 数 14,080
有効投票数 13,574
無効投票数 506

●開票結果 （単位：票）

届出
番号 政党等の名称 得票総数

（ア＋イ）
政党等の得票
総数（ア）

名簿登載者の
得票総数（イ）

1 みんなの党 605.940 526.000 79.940
2 民 主 党 1,892.595 1,422.000 470.595
3 新 党 大 地 33.000 23.000 10.000
4 社会民主党 292.000 272.000 20.000
5 生 活 の 党 275.230 238.000 37.230
6 みどりの風 67.894 49.528 18.366
7 自由民主党 5,908.983 4,393.000 1,515.983
8 日本共産党 715.419 643.000 72.419
9 公 明 党 2,531.921 1,018.000 1,513.921
10 緑の党グリーンズジャパン 64.926 37.000 27.926
11 日本維新の会 1,117.077 1,033.000 84.077
12 幸福実現党 69.000 65.000 4.000

（単位：票）

【広島県選出議員選挙】
●投票結果

男 女 計
有権者数 12,281人 13,605人 25,886人
投票者数 6,883人 7,199人 14,082人
投 票 率 56.05% 52.91% 54.40%

●開票結果 （単位：票）
投票総数 14,081
有効投票数 13,611
無効投票数 470

 （単位：票）

届出番号 候補者名 得票数
1 もりもと　真治 2,901
2 みぞて　顕正 6,864
3 皆川　けいし 743
4 日高　じゅんこ 468
5 はいおか　香奈 1,531
6 さとう　こうじ 1,104
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きれいな川で思い切りパフォーマンス
江の川・パフォーマンスいかだレース
　いかだの上で行うパフォーマンスは足下が不安定
な分、どことなくちぐはぐで、結局最後は川に落ち
てしまう方、多数。そうした光景が会場のお客さん
の笑いを誘います。
　8月4日（日）江の川の吉田中学校河川敷から落合
グラウンドで、いかだレースが行われました。「ふ
るさとの川、江の川を見直そう」を合言葉に行われ
たこのレース。それは、参加者の楽しそうな笑顔に
あらわれています。きれいな川だからこそ、落ちて
も気にならない。美しい川の大切さを実感しました。

素朴ですばらしい講演
ようこそベニシアさん　講演会
　全国に多くのファンがいるベニシアさん。安
芸高田市でも、その素晴らしい人柄と素朴で美
しい話で多くの方に感動を与えました。
　8月4日（日）、高宮田園パラッツォで行われ
た講演会。自然と共に生きるベニシアさんの講
演を聞いて、故郷のよさを見つめ直した方も多
いと思います。同じ会場で行われた、ベニシア
さんの書籍・グッズ販売や産品販売も、自然を
感じるよいツールに。緑を身近に感じているよ
うな穏やかな感じが会場中を包みました。

土曜夜市にきてみんさい！
きてみん祭土曜夜市
　７月27日（土）、きてみん祭土曜夜市には、た
くさんのお客さんが訪れます。ステージ会場では、
さまざまなパフォーマンスが催され、ステージプ
ログラム終盤には神幸神楽団による神楽が上演さ
れました。出店に並ぶ食べ物やヨーヨー、金魚す
くいを目の前にした子どもたちは、みんな目を輝
かせ、ビアガーデン会場では、大人たちがお酒を
嗜みながら夏祭りの雰囲気を楽しんでいます。向
原支所周辺には多くの出店が立ち並び、大人も子
どももお祭りを楽しみました。

毛利元就の遺徳を偲ぶ
毛利元就墓前祭
　安芸高田市が誇る歴史的偉人、毛利元就。三
矢の訓や百万一心の逸話など、今も市内はもち
ろん、市外の多くの人にも感銘を与えています。
　その毛利元就が没したのが、7月16日。毎年、
この日、毛利弘元墓所、毛利元就墓所で毛利奉
賛会主催の毛利元就墓前祭が行われています。
　天気は快晴。緑の萌える毛利元就墓所前には、
厳かな中にもさわやかな空気が。みなさん没後
400年以上が経過しても、なお、こうして慕
われる毛利元就の遺徳を偲びました。
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吉田ならではの一夜
吉田の管絃祭
　毛利氏ゆかりの地である吉田には、伝統あるお祭
りがあります。７月27日（土）、吉田の管絃祭が稲
田橋～胡子神社で開催されました。武者行列では、
毛利隆元隊が神官を迎えに行ったあと、神殿で神事
を行い、最後に火の付いた矢を多治比川へ向かって
放ちました。その後、神楽殿では吉田神楽団による
奉納神楽を上演。多くの人たちが神楽に魅入ってい
ました。また、吉田小学校児童による灯篭作品の展
示や可愛小学校児童によるヨサコイソーランも披露
され、地元のお祭りを盛り上げてくれました。

夏の思い出となる地元の夏祭り
第15回たかみや湯の森　土用夜市
　７月27日（土）、たかみや湯の森第一駐車場にて、
第15回たかみや湯の森土用夜市が開催されました。
　神楽上演では、はじめに原田子ども神楽同好会、来
女木子ども神楽同好会が出演し、その後原田神楽団、
来女木神楽団が出演。日頃の練習の成果を発揮してい
ました。また、ステージ披露では、来原小ブラスバン
ドによる演奏、深瀬ひょっとこ踊りが催され、お祭り
にきたお客さんを楽しませていました。多数のバザー
店も出店され、たかみや湯の森恒例の土用夜市は多く
の人達でにぎわいました。

夏休みだ！一心祭りだ！
第30回一心祭り
　夏休みに入ったばかりの子どもたちの声が会場のあちこちから聞こえ、その声を聞
いた大人も、楽しそうに祭りに参加します。
　7月20日（土）、吉田運動公園グラウンドで、第30回一心祭りが行われました。第
30回記念として行われた吉田高校神楽部による神楽公演、各種芸能発表、武者絵巻、
盆踊り、一心節踊り、花火打ち上げ、バザーなど、一心祭りならではの催しがズラリ。
　今年で30回目を迎えた一心祭り。かつて、子どもの時に参加した方が、今度は、
自分の子どもを連れて訪れたということもあるでしょう。地域が一丸となれる祭りを、
それぞれの思いを抱きながら満喫しました。
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　乳幼児健診や育児相談会などで、子どもさんを
どのように叱ったらいいのかわからないと話され
る保護者の方が多く見受けられます。
　そこで、今月は３歳６か月ころまでの「子ども
の発達と叱ること」についてお知らせします。

【０歳～１歳６か月ころ】
●ハイハイをするころになると、い

・
た
・
ず
・
ら
・
も始まります。

●意思表示をするために、「かみつく」「たたく」「物を投げる」
ことも多くあります。

　こんなときは……
　この時期のいたずらには、子どもの気持ちをそらしてや
り、叱らないでやり過ごしましょう。そして、大人が、危
なくない環境をつくって、「好奇心」や「やる気」を育てて
いきましょう。

【１歳６か月～３歳６か月ころ】
●「こっちじゃない、あっちだ！」と自分で考えて選ぶ力が付
き始めます。でも、我慢することはとても下手です。それで、
イ
・
ヤ
・
イ
・
ヤ
・
期
・
とか、第

・
１
・
反
・
抗
・
期
・
と言われます。

●「もっと大きな自分になりたい」と思い始めます。そのため、
自分の物を抱え込む一方で、人の物も欲しいし、人にはな
かなか自分の物は貸せない時期となります。

　こんなときは……
　自然に仲良く遊べるようになっていきます。ときには仲
裁したり、見守ってあげましょう。

●何でも食べていたのに、好き嫌いが始まります。
　こんなときは……
　食事の場所と時間は決めましょう。そして、大人が一緒
においしそうに食べることも大切です。偏食をなおすのは、
３歳後半の食欲が出る時期にすると効果的です。

★この時期の特徴★
　この時期は、反抗するのが当たり前と受け止めて、叱り
つけてやる気をそがないようにすることが大切です。何度
も繰り返して教えたり、助けてあげましょう。相手とぶつ
かることで、相手には相手の気持ちがあることに気づいて、
少しずつ気持ちを切り替えることができるようになります。
切り替えを助けるためには次のようなことが大切です。
①予告する。（たとえば「次は ～しようね。」「さぁ、～して
みようか。」など）

②２つから選ばせる。（たとえば「○○と、△△の　どっち
にしようか？」など）

③感情的にならないで繰り返し話す。
　ルールを決めて、良いことは良い、悪いことは悪いと、
「きっぱり！」「真剣に！」「自信を持って！」言いきるよう
にしましょう。

★この時期に育てたいこと★
　それは「人と一緒にいる力」と「人とかかわるための言
葉を使う力」です。
　そのためには、人と一緒に遊ぶと楽しい！という経験を
たくさんさせてあげましょう。

【楽しく子育てをするコツは？】
①「まぁいいか……」と思う。（考え込まないようにしましょう。）
②「今日できなかったら明日しよう！」と思う。
③寝る前に子どもさんの良いところを思い浮かべる。

 （提供：心理相談員　伴田千真理さん）

ハッピープレママサロン
～妊娠中からの子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

９月24日（火）
（10:00～12:00）

中央保健
センター
３階

第３回「赤ちゃんとの出会い、
　　　　キラキラ新生活☆」
★妊娠中から始めるエクササイ
ズで骨盤ケア♪
★出産について♪
★赤ちゃんとの生活♪
　（沐浴・抱き方・おむつ替え
にチャレンジ）等

助産師

保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので、動きやすい服
装でおいでください。
※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。次回は10
月22日（火）≪マタニティーライフを楽しもう～ママの変化
とベビーの成長、妊娠中の過ごし方等～≫を予定しています。
※予約先：保健医療課　 42-5633

月日 受付時間 主な対象町 会　場 相談内容 お 知 ら せ

９月
６日
（金）

10:00～
11:30 吉 田 町

中央保健
センター

●育児相談
●４か月児
相談
●２歳６か
月児相談

※4か月児相談、2歳6
か月児相談の対象児に
は個人通知します。

対象：4か月児相談は平
成25年５月生まれ。

　2歳6か月児相談は平
成23年３月生まれ。

※内容：身体計測・食生
活・歯・育児全般にお
ける相談

※現在使用している歯ブ
ラシをご持参ください。

13:00～
14:30

吉 田 町
美土里町

９月
13日
（金）

10:00～
11:30 甲 田 町

13:00～
14:30 向 原 町

９月
20日
（金）

10:00～
11:30 八千代町

13:00～
14:30 高 宮 町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます、事
前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。
★育児相談・4か月児相談・２歳６か月児相談は中央保健センターで行っています。

こどものそだち

【乳幼児健康教室】
すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ方など分りやすく説明
します。離乳食を作って試食をします。

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

９月27日（金）
10：00～11：30

中央保健
センター
　３階

９月20日

～

９月26日

★生後５か月児
～１歳６か月
児とその家族

お茶・タオル

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

９月18日（水）
10：00～11：30

中央保健
センター
　３階

９月11日

～

９月17日

★１歳７か月児
～未就学児と
その家族
★５か月児～１
歳６か月児を
持つ保護者

歯ブラシ
（親子とも）
お茶・タオル

のびのび教室　～ブラッシング教室～
★お口の中をのぞいてみよう！★
　歯科衛生士による歯磨きの仕方や、お口のケアの話などがあります。
また、子どもと栄養士とのおやつクッキングもあります。

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ 42 ｰ 5633）へお申し込み
ください。
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ
ルームは、子育て中の親子が集い交流し

あえる場所です。３歳までのお子様向けのオモチャを置い
ていますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
おしゃべりをして、ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■実際の活動時間は４５分程度ですが、人数により時間延
長する場合がありますのでご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを
連れてこられても大丈夫です。  
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。
子育て支援センター（ 47‒1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 
〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15
子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
９月12日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:15　活動

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　０歳～１歳

９月26日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:15　活動

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　２歳～４歳

月日・受付時間 対　　象 会　場
９月５日（木）
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H22年３月生まれ

中央保健
センター

９月12日（木）
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H24年２月生まれ

中央保健
センター

９月19日（木）
13:00～13:15

乳児健康診査
・H24年11月生まれ

中央保健
センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。
※対象児には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医
療課（ 42－5633）までご連絡ください。

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
９月３日（火）
 9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放

９月３日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

９月４日（水）
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放

９月５日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

９月５日（木）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
９月６日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 お 楽 し み 会

（ 園 庭 開 放 ）
９月10日（火）
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

９月10日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

９月11日（水）
10：00～11：30 甲立保育所 園 庭 開 放

９月12日（木）
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放

９月12日（木）
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放

９月17日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

９月17日（火）
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放

９月19日（木）
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

９月24日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

９月25日（水）
 9：30～11：30 入江保育園 園 庭 開 放

９月26日（木）
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６

8月4日に行われた、江の川・パフォーマンスいかだレースでの
一コマ（関連記事：17ページ）
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食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

【インフォメーション】

健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

適切な食生活で健康寿命をのばそう！　～ 毎日の元気は、バランスの良い食事から！ ～
大人が1日に必要とされる野菜の摂取量は350g以上と言われています。意識しておいしく野菜をとることで、理
想的な食生活に近づきます。1皿70gを目安として、1日5皿を目標にしましょう。
☆食生活改善推進協議会では、野菜を使った「レシピ集」を発刊しています。毎日のお料理づくりに活用してください。

かぼちゃのラッキョウ炒め

（ひとり分　エネルギー：88kcal、塩分：0.8g）

９月は　食生活改善普及運動 ・健康増進普及月間　です

（作り方）
①かぼちゃは5mmぐらいの厚さの食べやす
　い大きさに切る。らっきょうは４ツ割にする。
②フライパンに油を少し熱し、ちりめんじゃこ
　をカリカリになるまで炒り、取り出しておく。
③残りの油を熱し、かぼちゃの両面を焼き、酒
　をふり入れて蒸し焼きにする。
④かぼちゃがやわらかくなったら、らっきょう
　を加え炒め、しょうゆを回し入れ、さっ
とからめる。

⑤器に盛り、②を散らす。

（材料　4人分）

かぼちゃ ……300g
ちりめんじゃこ …20g
らっきょう漬け …50g
酒 …………大さじ1 
しょうゆ …小さじ2
油 …………大さじ1 安芸高田市食生活改善推進協議会

向 原 支 部

安芸高田市吉田温水プール健康教室
メタボリック症候群予防教室　平成25年度　第3期
　メタボリック症候群を解消して心も体もすっきり爽快！
■講　　師　竹野内　英隆　指導員
 （ミズノアクアインストラクター・介護予防指導員）
　　　　　　三村　槙也　指導員
 （安芸高田市吉田温水プール指導員・健康運動指導士）

【朝の部】午前10時～午前11時・12回コース
【障がい者の部】午後2時～午後3時　12回コース

【昼の部】午後1時～午後2時・12回コース
【夜の部】午後7時～午後8時・12回コース
■対　　象　安芸高田市に住民票がある方
■定　　員　各部40名　
■参 加 費　3,600円（施設使用料1回400円は別料金）
■送迎定員　20名（送迎は朝の部・昼の部のみ）
【障がい者の部】
■対　　象　安芸高田市に住民票があり、障害者手帳をお持ちの方
　　　　　　※この教室は医師の診断書・障害者手帳が必要です（新規参加者のみ）
■定　　員　10組
■参 加 費　1,800円（施設使用料免除）
■送迎定員　14名
・ 　安芸高田市吉田温水プール　 47-1210（水曜休館日）

※9/13（金）申込み開始（定員になり次第締め切り）

今月の食
材

かぼちゃ
バランスアップ!!

移動献血のお知らせ
 (400mL献血)
・ 　９月10日（火）
　　　　　安芸高田市民文化センター

　　　　　　　　　　　10：00～11：30
　　　　　　　　　　　12：30～15：30
　　　　　　　　　　９月11日（水）
　　　　　　　　　　　八千代病院
　　　　　　　　　　　13：00～15：30

断酒会
広島断酒会ふたば会　中田克宣
090-4802-1865
 ※詳しい内容はお問合せください。

　９月６日（金）　18：30～22：30
　ふれあいプラザ向原
　９月13日（金）　19：00～21：00
　　９月29日（日）　13：30～15：30
　　９月30日（月）　19：00～21：00
　吉田人権会館ハートプラザよしだ

受けよう精密検査！
 保健医療課　 42－5633
健診結果を受け取られたら、
内容をよくご覧になってください。
　血液検査の結果、基準値を超えていませ
んか？がん検診の結果、要精密検査になっ
ていませんか？精密検査が必要となれば、
かかりつけ医か専門医にご相談ください。
せっかく受けられた健診です。結果を活か
しましょう！

火曜朝の部
障がい者の部

10月 1日 8日 15日 22日 29日
11月 5日 12日 19日 26日
12月 3日 10日 17日

金曜　　　
昼・夜の部

10月 4日 11日 18日 25日
11月 1日 8日 15日 22日 29日
12月 6日 13日 20日

野菜70gの目安
≪生野菜≫

片手いっぱいにのせた量
≪火を通した野菜≫
片手半分にのせた量

私
たちが紹介しま

す私
たちが紹介しま

す
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　

国
民
健
康
保
険
を
取
り
巻
く
環
境

は
近
年
極
め
て
流
動
的
で
あ
り
、　

そ
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
医
療

技
術
の
高
度
化
、加
入
者
の
高
齢
化
、

生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
に
よ
り
医

療
費
が
膨
ら
み
、
年
々
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
医
療
費
の
現
状

　

当
市
の
国
民
健
康
保
険
の
平
成
24

年
度
に
お
け
る
総
医
療
費
は
、
３
２

億
１
，
３
３
８
万
円
で
、
平
成
23
年

度
と
比
較
す
る
と
、
２
億
７
，
０
１

０
万
円
、０
．８
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
市
の
一
人
当
た
り
医
療

費
も
平
成
23
年
度
に
は
、
県
内
23
市

町
中
５
番
目
と
な
っ
て
お
り
、
医
療

費
及
び
順
位
は
共
に
上
昇
し
て
い
ま

す
。

　

全
国
的
に
も
医
療
費
が
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
広
島
県
の
医
療
費
は
全

国
で
５
番
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て

も
当
市
の
医
療
費
は
全
国
的
に
も
高

い
水
準
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

○
医
療
費
適
正
化
の
推
進

　

市
で
は
医
療
費
の
上
昇
率
を
抑
え

る
た
め
に
、『
安
芸
高
田
市
国
民
健

康
保
険
財
政
安
定
化
計
画
』
に
基
づ

く
各
種
保
健
事
業
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
特
に
『
市
民
健
康
倍
増

事
業
』
や
『
生
活
習
慣
病
重
症
化
予

防
事
業
』
等
の
事
業
を
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
お

い
て
、
何
よ
り
必
要
な
の
は
被
保
険

者
の
皆
様
の
ご
協
力
で
す
。

　

皆
様
の
日
頃
か
ら
の
健
康
に
対
す

る
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
お
願
い
し

ま
す
。

　

健
康
あ
き
た
か
た
21
の
推
進
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
「
健
康
診
査
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、

健
診
を
受
け
よ
う
！

健
診
結
果
か
ら
自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
！

で
す
。

　

今
年
度
も
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
総
合
健
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

健
診
受
診
後
約
１
か
月
く
ら
い
で
、
健
診
結
果
を
個
人
宛
に
送
付
し
て
お

り
ま
す
。
要
精
密
検
査
と
な
ら
れ
た
方
は
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
の
先
生

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
異
常
な
し
や
経
過
観
察
で
も
、
血
糖
値
な

ど
が
年
々
増
加
し
て
き
て
い
る
、
あ
る
い
は
腎
臓
の
機
能
を
示
す
値
な
ど
が

減
少
し
て
き
て
い
る
方
も
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

安
芸
高
田
市
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
平
成
23
年
度
は
48
・
１
％
で
県

内
で
は
上
位
に
位
置
す
る
受
診
率
で
す
。
が
ん
検
診
も
同
様
で
す
。

　

し
か
し
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
受
診
率
が
上
位
で
も
精
密
検
査
の
受

診
率
が
最
下
位
に
近
い
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
受
診
し
た
結
果
が

活
か
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
「
が
ん
」
は
早
期
に
発
見
す
れ
ば
完
治
で
き
る
も
の
も
あ
り
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
大
腸
が
ん
で
は
、
早
期
に
発
見
・
治
療
す
れ
ば
、

治
療
し
て
か
ら
５
年
後
の
生
存
率
は
、95
％
で
す
。
し
か
し
、進
行
し
て
「
が

ん
」
が
腹
膜
、
肝
臓
、
肺
な
ど
に
遠
隔
転
移
し
た
後
に
発
見
・
治
療
し
た
場

合
に
は
生
存
率
が
約
10
％
と
な
り
、
完
治
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
「
が
ん
」
は
全
国
的
に

総
死
亡
者
数
の
約
３
割
を

し
め
、
厚
生
労
働
省
研
究

班
の
推
測
に
よ
る
と
、
生

涯
の
う
ち
に
「
が
ん
」
に

り
患
す
る
可
能
性
は
、
男

性
で
２
人
に
１
人
、
女
性

で
は
３
人
に
１
人
と
さ
れ

て
お
り
、
安
芸
高
田
市
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
が
ん
検
診
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
次

の
と
お
り
が
ん
検
診
の
日

を
１
日
設
け
て
い
ま
す
。

年
に
１
度
は
健
診
を
受

け
、
そ
の
結
果
を
活
か
し

ま
し
ょ
う
。

「
み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち
」

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
現
状
に
つ
い
て

保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９

秋のがん検診
10月30日（水）
　受付時間８：30～10：00
吉田運動公園

【項目】　肺がん検診、胃がん検診、大腸
がん検診、子宮頸がん検診、乳
がん検診、前立腺がん検診

８月の回覧で各戸配布している申込書
で申し込みください。電話、ファクシ
ミリ、電子申請でも受付けます。

【申込期限】　９月２日～９月30日
保健医療課　４２－５６３３

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 28,024 25,071 6

退職本人 28,921 29,858 10

退職扶養 25,626 24,414 11

全被保険者 28,060 25,308 6

（※県内順位…県内23市町で一人当たり費用額が高い順）

平成25年５月診療分
一人当り医療費（単位：円）
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「
普
通
は
そ
ん
な
こ
と
し
な
い
よ
」

と
思
う
人
間

　

私
た
ち
は
自
分
の
文
化
の
あ
り

方
を
正
し
い
と
考
え
、
自
分
の
文

化
を
基
準
に
相
手
の
文
化
を
批
判

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
態
度
を
自
文
化
中
心
主
義
と

言
い
ま
す
。
授
業
で
は
自
文
化
中

心
主
義
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
学

生
に
言
い
ま
す
が
、
簡
単
で
は
な

い
よ
う
で
す
。
世
界
の
様
々
な
文

化
を
見
せ
ま
す
が
、学
生
か
ら「
理

解
で
き
ま
せ
ん
」、「
そ
の
文
化
に

生
ま
れ
な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
」

と
感
想
が
出
ま
す
。
前
回
ネ
ズ
ミ

を
食
べ
る
話
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、「
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
な
い
日
本

に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
多
く

の
学
生
が
感
想
を
書
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
幼
い
頃
か
ら
自
分
た

ち
の
文
化
と
外
れ
た
こ
と
を
す
る

と
注
意
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
ら
、

そ
れ
も
仕
方
な
い
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
私
は
子
ど
も

の
頃
、
美
味
し
い
料
理
が
あ
る
と

皿
を
よ
く
舐
め
て
い
ま
し
た
。
そ

の
度
に
両
親
か
ら
「
汚
い
か
ら
や

め
な
さ
い
」
と
き
つ
く
言
わ
れ
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
文
化
で
は

美
味
し
か
っ
た
時
に
は
皿
ま
で
舐

め
る
こ
と
が
良
い
と
さ
れ
ま
す
。

昔
か
ら
皿
を
舐
め
る
行
為
を
悪
い

と
教
え
込
ま
れ
た
私
は
、
皿
を
舐

め
る
、
舐
め
な
い
に
善
悪
の
絶
対

的
な
基
準
は
な
い
と
理
屈
で
知
っ

て
い
て
も
、
そ
の
画
像
を
見
た
瞬

間
違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。

　

繰
り
返
し
注
意
さ
れ
叩
き
込
ま

れ
て
き
た
た
め
、
自
分
た
ち
の
文

化
と
異
な
る
行
為
を
見
る
と
、
頭

で
考
え
る
間
も
な
く
違
和
感
を
覚

え
て
し
ま
う
、
そ
れ
が
人
間
で

す
。
そ
の
た
め
に
「
人
間
だ
っ
た

ら
同
じ
も
の
を
見
た
ら
誰
で
も
自

分
と
同
じ
反
応
を
す
る
」
と
、
そ

れ
を
疑
う
こ
と
も
な
く
信
じ
、「
普

通
は
そ
ん
な
こ
と
し
な
い
よ
」
と

言
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
自
分

と
は
違
う
慣
習
を
無
意
識
に
批
判

す
る
こ
と
は
日
本
人
だ
け
で
な

く
、
ど
の
国
の
誰
に
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
次
回
は
、「
場

違
い
」
と
い
う
言
葉
か
ら
さ
ら
に

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
文
：
県
立
広
島
大
学

 

上
水
流 

久
彦 

講
師

イ
ラ
ス
ト
：

ロ
ナ
ル
ド
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト 

准
教
授
）

違う文化から違う文化から
　日本を考える　日本を考える

人権多文化共生推進室
 ☎４２－５６３０
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防
災
の
日
・
防
災
週
間

　
「
防
災
の
日
」
は
、
大
正
12
年
９
月

１
日
に
起
き
た
「
関
東
大
震
災
」
の
教

訓
を
忘
れ
な
い
と
い
う
意
味
と
、
こ
の

時
期
に
多
い
台
風
へ
の
心
構
え
の
意
味

も
含
め
て
昭
和
35
年
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
ま

で
の
１
週
間
は
「
防
災
週
間
」
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
家
具
や
家
電
の
転
倒
防

止
や
、
非
常
持
ち
出
し
品
、
避
難
場
所

の
確
認
、

停
電
時
の

備
え
を
行

い
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、

こ
れ
か
ら

台
風
の
季

節
と
な
り

ま
す
。
台
風
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
や
、

山
崩
れ
・
が
け
崩
れ
は
、
私
た
ち
の
生

活
や
生
命
を
脅
か
す
大
き
な
災
害
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
害
を
防

止
・
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
気
象
台
の

発
表
す
る
注
意
報
、
警
報
、
台
風
情
報

等
に
注
意
し
て
危
険
を
感
じ
た
ら
明
る

い
う
ち
に
早
め
に
避
難
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

エ
ア
ゾ
ー
ル
式

簡
易
消
火
具
の
破
裂
に
注
意

　

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
製
の

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
一
部
に

お
き
ま
し
て
、
製
品
工
程
上
の
不
具
合

を
原
因
と
す
る
内
部
腐
食
の
進
行
に
よ

り
大
き
な
音
を
伴
う
破
裂
事
故
等
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
６
月
30
日

現
在
で
６
１
２
１
本
の
製
品
事
故
が
発

生
し
て
お
り
、
５
月
か
ら
９
月
の
間
に

多
発
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
商
品
は

ヤ
マ
ト
ボ
ー
イ
Ｋ
Ｔ　

Ｆ
Ｍ
ボ
ー
イ
ｋ

の
２
種
類
で
製
造
ロ
ッ
ト
番
号
に
該
当

す
る
も
の
で
す
。

　

該
当
製
品
は
製
造
か
ら
10
年
が
経
過

し
、
品
質
保
証
期
間
も
過
ぎ
て
お
り
ま

す
。
廃
棄
の
方
法
に
つ
い
て
は

①
安
全
ロ
ッ
ク
に
リ
ン
グ
が
つ
い
て
い

な
い
も
の
は
、
安
全
ロ
ッ
ク
の
ノ
ズ

ル
先
端
を
ま
っ
す
ぐ
に
引
き
起
こ

し
、
完
全
に
ち
ぎ
り
と
る
。

②
レ
バ
ー
を
握
り
、
バ
ケ
ツ
な
ど
に
全

量
放
射
。

③
残
ガ
ス
を
完
全
に
抜
く
。

④
空
容
器
は
、
お
住
ま
い
の
自
治
体

ル
ー
ル
に
従
っ
て
処
分
。

※
該
当
商
品
を
お
持
ち
で
廃
棄
処
分
に

関
し
て
お
困
り
の
方
は
、
安
芸
高
田

市
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡
０
８
２
６

－

４
２

－

３
９
５
１

救
急
の
日
及
び

普
通
救
命
定
期
講
習
に
つ
い
て

　

毎
年
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で

す
。
ま
た
、
広
島
県
は
９
月
９
日
か
ら

の
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
知
識
と
理
解
を
深

め
、
そ
し
て
１
人
で
も
多
く
の
命
を
救

う
た
め
、
新
し
く
簡
単
に
な
っ
た
救
急

蘇
生
法
を
こ
の
機
会
に
身
に
つ
け
て
み

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

消
防
署
で
は
毎
月
第
３
日
曜
日
に
普

通
救
命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
受

講
者
が
少
数
の
場
合
は
、
次
月
に
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
受
講
を

ご
希
望
の
方
は
、
安
芸
高
田
消
防
署　

警
防
課
救
急
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

℡
０
８
２
６

－

４
２

－
３
９
５
２

火 災

救 急

救 助

そ の 他

0件
（24件）

132件
（841件）

1件
（10件）

3件
（20件）

７月

製造ロット番号 製造ロット番号
ＫＯ３３１ Ｋ２４２０
ＫＮ３２６ Ｋ３４０７
ＫＤ３１７ Ｋ３４１９
Ｋ１４２６ Ｋ４４２２
Ｋ２４０７ Ｋ７４２４

製造ロット番号 製造ロット番号
ＫＮ３０１ Ｋ２４２１
ＫＮ３２２ Ｋ３４０６
ＫＤ３１９ Ｋ３４１８
Ｋ１４２５ Ｋ４４２３
Ｋ２４０８ Ｋ７４２５

救
命
率
向
上
の
た
め
救
急
車
の

適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

9月9日は
『救急の日』
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敬 称 略

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

大 塚 恋
れ

色
い

花
は

屋 形 美
み

結
ゆ

吉 田 仁
に

奏
な

神 田 悠
ゆ

羽
わ

入 迫 友
ゆ

莉
り

平　岡　 希
あ　か　り

あ灯

小受 千江子
松 本 孝 子
加 藤 　 武
植野 ユキエ
栗 原 正 己
重 信 惠 三
鎗　 秋 音
松 谷 鶴 重
岩 﨑 安 男
新井本 タゞヱ
宮 木 富 枝
宮地 トメヱ

日 野 好 基

佐 伯 富 子
橋 出 信 子
升岡 惠美子
中 田 照 夫

日野田　晃
森 岡 民 江
佐々木 清人
武 田 靜 男
尾 谷 整 三

木 村 子
栗 本 敏 彦
渡邉 カズヱ
瀨尾 キヨコ

住 川 修 子
重 坂 俊 美
德 永 公 一
松中 マツエ
迫 広 一 夫
田 丸 光 夫
前 　 務

坪 野 　 榮
兼丸 ヒルヱ
増 田 　 通
火野宮 スミエ
河本 ミチヱ
大久保 　勉

山 根 　 塁
るい

岩 男 優
ゆう

助
すけ

岩 男 航
こう

助
すけ

佐 々 木 慶
けい

汰
た

山 田 美
み

來
く

田 丁 　 碧
あおい

山 添 夏
なつ

希
き

川 崎 未
み

徠
く

柳 原 　 龍
りゅう

住 川 　 空
そら

藤 川 永
とお

真
ま

藤 村 波
は

夏
な

吉 田 町
（女）
（女）
（女）
（女）
（女）
（女）

（男）

（男）
（男）
（男）

（女）
（男）
（男）

（女）
（男）

（男）

（男）
（女）

八千代町

美土里町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

吉 田 町
（ 川 本 ）
（ 川 本 ）
（ 川 本 ）
（ 相 合 ）
（ 相 合 ）
（ 相 合 ）
（ 常 友 ）
（ 常 友 ）
（上入江）
（上入江）
（ 吉 田 ）
（ 山 手 ）

（多治比）
八千代町
（ 下 根 ） 
（ 下 根 ） 
（ 上 根 ）
（佐々井）
美土里町
（ 北 ）
（ 北 ）
（ 北 ）
（ 北 ）
（ 本 郷 ）

高 宮 町
（ 船 木 ）
（ 船 木 ）
（ 原 田 ）
（ 房 後 ）
甲 田 町
（上小原）
（上小原）
（上甲立）
（下甲立）
（下小原）
（ 深 瀬 ）
（高田原）

向 原 町
（ 戸 島 ）
（ 戸 島 ）
（ 坂 ）
（ 坂 ）
（ 長 田 ）
（ 保 垣 ）

95
83
93
91
72
64
78
79
92
94
90
88

95

80
84
59
80

90
73
89
86
88

89
58
92
93

73
86
96
93
88
87
82

89
92
59
98
85
79

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳

歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳
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